
Title: 「対立を超える旅：MIC FOOTBALLトーナメントでの私の経験」
私は柴田健永と申します。12歳の頃、MIC FOOTBALLトーナメントに参加し、その旅で多くのことを学びました。こ
のトーナメントは、日本中から選ばれた小学生6年生のサッカー選手人チームになってスペインで行われる大会で競
い合う世界的なイベントです。私はチームの一員として、未知の挑戦に臨みました。しかし、私はこの旅を単なる試

合だけではなく、世界での自分の実力が通用するのかどうか試しに行きました、そして成長の機会でもありました。

MIC FOOTBALLトーナメントへの参加は、私にとって新たな道への挑戦が提示されたかのような体験で。新しい友
人とともにスペインに旅し、世界中の競技者と対戦することができるなんて信じられませんでした。最初の試合で私

たちのチームは素晴らしい勝利を収め、自信に満ちた姿勢で次の試合に臨みました。

しかし、私たちの旅は順風満帆ではありませんでした。さらに、私たちが滞在した環境になじむことも難しく、それが

私たちの状態に少々問題を引き起こしました。そして迎えた3試合目でアトレティコ・マドリードとの対戦が待っていま
した。彼らの強力なプレースタイルに対し、私たちは苦戦しました。そして、私たちの中にも対立が生じ始めました。

相手の乱暴なプレーに対する怒りと、それに対する不満がチーム内で高まりました。そして、相手との激しいけんか

も勃発しました。さらに、私たちは相手が乱暴なプレーを採ることにフラストレーションを感じました。それがヨーロッ

パのサッカーの一部であることを理解していましたが、それでも私たちにとっては厳しい挑戦でした。

アトレティコ・マドリードとの試合が終わった後、相手チームが私たちに励ましの言葉を交わしました。試合の緊張感

や興奮から生じたトラブルを解き相手と握手を交わし、スポーツマンシップを示しました。この経験を通じて、私たち

は競技の場における敬意の重要性を深く理解しました。、私たちはチームとして和解するために集まりました。一部

の仲間は負傷し、怒りや失望がチームを分裂させる恐れがありました。しかし、私たちはその対立を乗り越える決意

をし、話し合いを始めました。お互いの立場を尊重し、理解しようとすることが、和解の第一歩であることをチーム全

員で共通しました。

MIC FOOTBALLトーナメントでの旅は、私に対立を超える力と、和解の重要性を教えてくれました。サッカーの試合
においてだけでなく、日常生活でも対立が生じることがあります。しかし、私はその対立を恐れるのではなく、克服

し、和解することの大切さを心に留めています。この経験を通じて得た学びを、私の人生のさまざまな場面で活か

し、より良い未来を築くために努力し続けたいと思います。
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